
 
 

     

 

歯
神
祭
の
ご
案
内 

当
宮
末
社
の
歯
神
社
の
例
祭
「
歯
神
祭
」
を
来
月
の

令
和
四
年
六
月
四
日 

午
前
十
一
時
よ
り
、
角
田
町
の
歯

神
社
に
て
ご
斎
行
申
し
上
げ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
二
年
連
続
で
催
事
は
中
止
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の
解
除
以

降
、
感
染
者
数
も
急
激
な
増
加
が
見
ら
れ
な
い
事
か

ら
、
本
年
は
マ
ス
ク
等
着
用
の
上
、
斎
行
さ
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。 

歯
ブ
ラ
シ
の
無
料
授
与
に
つ
い
て
は
、
先
着
百
名
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。(

神
事
三
十
分
前
頃
か
ら
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。
整
理
券
に
漏
れ
た
方
に
は
有
料
と
な
り
ま
す

が
、
授
与
の
歯
ブ
ラ
シ
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す) 

 

名
称 

歯
神
社
例
祭
（
通
称 

歯
ブ
ラ
シ
感
謝
祭
） 

日
時 

令
和
四
年
六
月
四
日(

土) 

午
前
十
一
時 

場
所 

大
阪
市
北
区
角
田
町
二
番
八
号 

歯
神
社 

(

ド
ル
チ
ェ
楽
器
大
阪
店
の
隣 

ね
ぎ
焼
き
や
ま
も
と
の
裏
） 

 

備
考 

歯
ブ
ラ
シ
授
与
は
先
着
百
名
迄
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 

〇
六-

六
三
七
一-

一
五
八
六 

協
賛 

全
日
本
ブ
ラ
シ
工
業
協
同
組
合 

 
 

 

株
式
会
社 

サ
ン
ギ 

 

※
神
事
前
日
か
ら
当
日
は
準
備
等
々
に
多
忙
の
為
、
電
話
等
の 

ご
対
応
は
一
切
お
受
付
出
来
ま
せ
ん
。 

 

※
本
年
は
歯
神
社
例
祭
の
為
、
六
月
四
日(

土)

の
茶
屋
町
の 

御
旅
社
の
授
与
所
は
終
日
休
止
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

今
月
の
社
務
に
つ
い
て 

本
年
の
五
月
連
休
で
す
が
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
で
は
、

左
記
の
通
り
授
与
所
受
付
し
ま
す
。 

五
月
一
日(

日) 
 

 

十
三
時
～
十
七
時 

五
月
二
日(

月) 
 

 

終
日
ご
対
応
出
来
ま
せ
ん 

五
月
三
日(

火
・
祝) 

十
三
時
～
十
七
時 

五
月
四
日(

水
・
祝) 

十
三
時
～
十
六
時(

玉
姫
祭
準
備
の
為)  

五
月
五
日(

木
・
祝) 

十
三
時
～
十
七
時 

五
月
六
日(

金) 
 

 
 

五
月
七
日(

土) 
 

 

十
三
時
～
十
七
時 

五
月
八
日(

日) 
 

 

十
三
時
～
十
七
時 

 

こ
れ
ら
の
日
程
で
は
御
朱
印
も
お
受
付
し
て
お
り
ま

す
。
以
降
の
土
日
に
つ
い
て
も
十
三
時
～
十
七
時
の
お

受
付
と
な
り
ま
す
。(

平
日
は
御
朱
印
お
受
付
出
来
ま
せ
ん) 

 

御
旅
社 

授
与
所
平
日
受
付
日 

現
在
、
茶
屋
町
の
当
宮
御
旅
社
で
は
、
土
日
の
十
三
時

か
ら
十
七
時
は
、
概
ね
授
与
所
お
受
付
し
て
お
り
ま
す

が
、
平
日
に
も
確
実
な
受
付
日
を
設
け
て
欲
し
い
と
い

う
お
声
が
昨
今
多
く
、
今
月
か
ら
設
け
る
事
と
致
し
ま

し
た
。
今
月
の
平
日
受
付
日
は 

五
月
二
十
四
日(

火) 

十
三
時
～
十
七
時 

で
お
受
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

神
社
豆
知
識
「
鈴す

ず

緒の
お

」 

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
に
取
り
外
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
で
す
が
、
お
賽
銭
箱
の
前
に
垂
れ
下
が
っ
て

い
る
鈴
の
つ
い
た
麻
綱
。
こ
れ
を
鈴
緒
と
い
い
ま
す
。 

鈴
に
つ
い
て
は
古
く
平
安
時
代
の
『
延
喜
式
』
に
も
祭

具
と
し
て
記
述
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
『
倭
訓
栞
』
に
は

「
鈴
と
読
む
は
音
の
涼
し
き
よ
り
名
来
る
べ
し
。（
中
略
）

神
慮
を
す
ず
し
め
る
の
意
な
り
」
と
あ
り
、
神
様
に
清
々

し
い
お
気
持
ち
に
な
っ
て
頂
く
為
の
神
具
で
す
。
麻
綱

に
つ
い
て
は
、
神
事
に
も
用
い
ら
れ
る
麻
苧
を
綱
に
し

た
も
の
で
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
鈴
を
鳴
ら
す
他
に
、
神

様
に
願
い
を
繋
ぐ
と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
が
治
ま
り
、
早
く
御
神
前
に
鈴
の
音
が
帰
っ
て

来
る
事
を
神
様
も
待
っ
て
お
ら
れ
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 

今 

月 

の 
暦 

              

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
     

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
二
〇
六
号 

 

 
綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

玉
姫
祭(

五
日)…

御
旅
社
の
末
社 

玉
姫
社
例
祭 

神
事
の
み 

喜
多
埜
稲
荷
神
社
例
祭(

十
五
日) 

…

御
本
社
末
社 

神
事
の
み 

白
龍
社
例
祭(

十
五
日)…

右
記
稲
荷
社
例
祭
と
併
祭 

神
事
の
み 

  

立
夏(

五
日)…

こ
の
日
か
ら
暦
の
上
で
は
夏 

小
満(

二
十
一
日)…

草
木
の
葉
が
一
定
の
大
き
さ
に
な
る
頃 

  

八
十
八
夜(

二
日) 

…

立
春
か
ら
八
十
八
日
目
。
新
茶
の
時
期 

  

五
月
二
日
、
八
日
、
十
四
日
、
廿
日
、
廿
六
日
、
丗
日 

   

朔
月(

二
日)

、
上
弦(

八
日) 

、
満
月(

十
六
日)

、
下
弦(

廿
三
日)

 

  

憲
法
記
念
日(

三
日)

、
み
ど
り
の
日(

四
日)

、
こ
ど
も
の
日(

五
日) 

 

【
祭
礼
】 

        

【
節
気
】 

   

【
雑
節
】 

  

【
大
安
】 

  

【
朔
望
】 

  

【
祝
日
】 

  

【
旬
】 

 

[

野 

菜] 

ア
ス
ラ
パ
ラ
ガ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
、 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
ミ
ツ
バ
、
フ
キ
、
新
ゴ
ボ
ウ
な
ど 

[

果 

物] 

イ
チ
ジ
ク
、
枇
杷
、
夏
み
か
ん
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、 

イ
チ
ゴ(

露
地
物)

、
下
旬
で
は
梅
酒
用
の
青
梅
な
ど 

[

魚
介
類] 

タ
コ(

真
蛸)

、
カ
ツ
オ(

初
鰹)

、
ア
ジ
、
ヤ
マ
メ
、
イ
サ
キ
、 

メ
バ
ル
、
キ
ビ
ナ
ゴ
、
サ
ザ
エ
、
春
牡
蠣
な
ど 

[

そ
の
他] 

新
茶
、
バ
ラ
、
ツ
ツ
ジ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク 

 


